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凡例

シンボル道路（ 仮）

３ つの南北軸

交流広場

外周道路、 区画道路

敷地内回遊動線

敷地内オープンスペース

グラ ウン ド

公園

公共的広場

　 深沢地区西側は JR 東日本東海道本線新駅の潜在力を 活かす産業、 商業

ゾーン 、 東側は新庁舎や地区周辺の自然環境を 活かす生活ゾーン と し 、 中

央部を 二つのゾーンが調和し た、 新たな魅力を 創出する ゾーン と し ます。

　 各街区で は様々な 用途の複合を 誘導し 、 働く 、 暮ら す、 遊ぶ、 学ぶな

どの多様な活動と 交流を 促進し ます。

　 鎌倉の新し い顔と なり 、市民の交流を 育む新庁舎、総合体育館、グラ ウン ド を 整備し 、イ ノ ベーショ

ン やウェ ルネスを 促進する と と も に、 防災拠点を 形成し 、 気候変動にも 対応する レ ジリ エン ト なま

ち の拠点を つく り ます。

　 新し いラ イ フ スタ イ ルと 豊かなコ ミ ュ ニティ を 醸成し ます。 住宅用途を 基本と し 、 低層部に商業、

業務の用途を 導入し 、 賑わいや活気を 生み出す用途が複合さ れたまち づく り を 進め、 多世代の生活

基盤の充実を 図り ます。

　 深沢地区のまち づく り のテーマ 「 ウェ ルネス」 を 最大限に実現する 街区と する と と も に、 隣接す

る グラ ウンド と の連携を 意識し 、 スポーツ 、 運動、 健康活動を 促進する 街区と し ます。

　 深沢地区のまち が目指す、 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた、 深沢地区のコ ン セプト を 実現す

る 街区と し ます。

　 JR 東日本東海道本線新駅から つながる まち の顔と し て、 まち の魅力発信、 賑わい形成の原動力と

なる 街区を 目指し ます。 地区西側でのオープン スペースの中心地と し て 、 新駅、 公共的広場やグラ

ウン ド から 人を 呼び込める 街区形成を 図り ます。

　 南側のシン ボル道路（ 仮） 沿いに賑わいを 創出し 、 北側の住宅街区と 一体性のある 街区形成を 図

り ます。

　 工場、 市場系の土地利用によ る 周囲への影響を 軽減さ せながら 、 住環境へ配慮する こ と で周辺街

区と なじ ませる よ う な街区形成を 図り ます。

　 特徴的な街区に囲まれており 、 周辺の街区を つなぐ 土地利用を 推奨する と と も に、 東側の区画道

路沿いの賑わいを 生み出す街区と し ます。

　 地区北側の既存住宅地と の連続性を 意識し た閑静な住宅街区を 形成し ます 。 西側道路沿いは、 賑

わいを 形成し 、 歩き たく なる 魅力のある 空間を 形成し ます。
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2-1. 各街区のルール

（１）ゾーニングの考え方

❶行政系土地利用

❷都市型住宅系土地利用

❸業務系土地利用 （ 北）

❹業務系土地利用 （ 南）

❺商業系土地利用

❻業務、 商業系土地利用（ 北）　 ❼都市型住宅系土地利用

❽工場、 市場系土地利用

❾業務、 商業系土地利用（ 南）

❿業務、 住宅系土地利用

２ . 各街区のまちづく り のルール



103 104鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

・ 雨水管理システム

・ グリ ーン イ ン フ ラ 整備

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 空への開放感の配慮

　（ 中層以上の壁面後退）

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 鎌倉ら し さ を 形成する

　 素材、 ディ テール、 植栽等

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

・ 道路と 一体の滞留空間確保

・ 賑わいの場づく り

（ ウェ ルネス、 多世代交流等）

・ 壁面後退空間の活用

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

＜壁面後退のルール＞

・ 民地壁面後退 2.5 ｍ以上

　 道路側 1.5 ｍ歩道状空地整備

　 1.0 ｍ街路樹整備

・ 緊急車両等に配慮

　 し た出入口設置

シンボル道路（ 仮）

緑豊かな空間
グラ ウン ド

泣塔

駅前広場

＜敷地内回遊動線＞

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン、 フ ァ ニチャ の整備

・ 屋内避難場所

（ 回遊動線と つながる 場所に設置）

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

＜街区全域、 建築物＞

・ 安全安心な歩行環境、 居場所の創出

・ 新庁舎を 核と する防災拠点整備

・ 避難場所整備や防災対策の実施

　（ 公民連携、 地区内外連携）

・ 環境にやさ し い建築物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

　（ 雨水管理システム、 緑化、 グリ ーンイ ン

フ ラ 整備、ZEB、廃棄物循環、水資源循環等）

・「 ルール 11」 に基づく まと まり あるスカ イ  

　 ラ イ ンの形成

・ 眺望景観の創出（ 周辺保全緑地、富士山等）

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ ウェ ルネス、 多世代交流等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 駅前広場や公共的広場と 一体の景観形成

＜交流広場＞

・ 賑わいの場づく り

　（ ウェ ルネス、 多世代交流等）

・ モビリ ティ ハブの設置

・ 地区の顔にふさ わし い

　 空間づく り

・ 泣塔や周囲の緑地と

　 一体と なっ た空間形成

＜外周道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場

　 アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

シンボル道路（ 仮） のイ メ ージ

＜シン ボル道路（ 仮） 沿い＞

凡例

シンボル道路（ 仮） シンボル道路（ 仮） 沿い

交流広場

敷地内回遊動線 車両アク セス推奨箇所

敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

位置図
　 鎌倉の新し い顔と なり 、市民の交流を 育む新庁舎、総合体育館、グラ ウン ド を 整備し 、イ ノ ベーショ

ン やウェ ルネスを 促進する と と も に、 防災拠点を 形成し 、 気候変動にも 対応する レ ジリ エン ト なま

ち の拠点を つく り ます。

建築物のつく り 方

・  市民に開放さ れた屋内や広場から 、 富士山や丹沢山地への眺望を 確保し ます。

・  湘南モノ レ ール側のフ ァ サード 、 シン ボル道路（ 仮） 側のフ ァ サード について、 景観に配慮し 、

鎌倉ら し い魅力ある 空間演出に努めます。

外構のつく り 方

街区の方針

・  地域の歴史資源である 泣塔を 中心に、 市民や来街者に地域の歴史を 伝えます。

・  新庁舎に地域活動の拠点を 形成し 、 まち 全体のプロ モーショ ン を 図り ます。

・  脱炭素社会の実現に向けた先導的な施設整備を 実現し ます。

・  南側のシン ボル道路（ 仮） や、 都市型住宅街区と の賑わいの連携を 意識し ます。

・  新庁舎の市民交流の活動がまち 全体に広がっ ていく 広場を つく り ます。

・  他街区と の連携を 意識し た緑の回廊や、 グラ ウンド 、 泣塔と 連続し た敷地内の豊かな緑化と オー

プン スペースを 確保し ます。

・  シン ボル道路（ 仮） 沿いは壁面を 2.5 ｍ以上後退さ せ、 道路側の 1.5 ｍは歩道状空地整備、 1.0 ｍ

は街路樹を 整備し ます。 官民合わせて 3.5 ｍ以上の歩道空間を 確保し 、 歩道の両側に街路樹を 整

備し ます。

・  駐車場を 集約し 、 賑わいの分断と なら ないよ う 配慮し ます。

行政系土地利用

図はイ メ ージであり 、 手法や位置を限定するも のではあり ません。
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2-1. 各街区のルール

（２）⾏政系⼟地利⽤

コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）
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概要版： 鎌倉市新庁舎等整備基本計画 想定規模

新庁舎等

　 ・ 敷地面積： 約 22,300㎡（ 泣塔含む）

　 ・ 容積率： 200%

　 ・ 延べ床面積： 約 24,300㎡

　 　 　 - 新庁舎： 約 20,000㎡

　 　 　 - 消防機能：   約 3,000㎡

　 　 　 - 深沢図書館、 深沢学習セン タ ー機能： 約 1,300㎡

　 ・ 駐車台数： 184 台

敷地配置条件整理及び配置案（ 例）
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新庁舎等の整備の考え方
参考︓「鎌倉市 新庁舎等 整備基本計画」
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緑豊かな空間

公共的広場

グラ ウン ド

都市型住宅系土地利用

公園

シンボル道路（ 仮）

＜街区全域、 建築物＞

・ 多様な用途複合

・ 安全安心な歩行環境、 居場所の創出

・ 避難場所整備や防災対策の実施

　（ 公民連携、 地区内外連携）

・ 環境にやさ し い建築物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

　（ 雨水管理システム、 緑化、 グリ ーンイ ン

フ ラ 整備、ZEB、廃棄物循環、水資源循環等）

・「 ルール 11」 に基づく まと まり あるスカ イ  

　 ラ イ ンの形成

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）

＜敷地内回遊動線＞

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

・ 屋内避難場所

（ 回遊動線と つながる 場所に設置）

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ ウェ ルネス、 多世代交流等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ モノ レール沿いの緑の拠点形成

＜駅前交流広場＞

・ 賑わいの場づく り

　（ ウェ ルネス、 多世代交流等）

・ 公園と あわせて 4000㎡程度の規模

・ モビリ ティ ハブの設置

・ 眺望景観の創出

（ 寺分一丁目特別緑地保全地区等）

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

・ 敷地内駐車場アク セス集約

・ 車寄せのための敷地内車路設置

・ 新庁舎や公共的広場と

　 一体の景観形成

・ 雨水管理システム

・ グリ ーン イ ン フ ラ 整備
・ 緑のネッ ト ワーク 形成

・ 道路と 一体の滞留空間確保

・ 賑わいの場づく り

（ ウェ ルネス、 多世代交流等）

・ 壁面後退空間の活用

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

＜壁面後退のルール＞

・ 民地壁面後退 2.5 ｍ以上

　 道路側 1.5 ｍ歩道状空地整備

　 1.0 ｍ街路樹整備

＜外周道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

・ 官民境界部に植樹

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 空への開放感の配慮

　（ 中層以上の壁面後退）

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 鎌倉ら し さ を 形成する

　 素材、 ディ テール、 植栽等

交流広場のイ メ ージ

高層建築

可能エリ ア

＜シン ボル道路（ 仮） 沿い＞

凡例

シンボル道路（ 仮） シンボル道路（ 仮） 沿い

交流広場

敷地内回遊動線 車両アク セス推奨箇所

敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

高層建築可能エリ ア

図はイ メ ージであり 、 手法や位置を限定するも のではあり ません。

位置図
　 新し いラ イ フ スタ イ ルと 豊かなコ ミ ュ ニティ を 醸成し ます。 住宅用途を 基本と し 、 低層部に商業、

業務の用途を 導入し 、 賑わいや活気を 生み出す用途が複合さ れたまち づく り を 進め、 多世代の生活

基盤の充実を 図り ます。

建築物のつく り 方

・  湘南モノ レ ール湘南深沢駅から のまちの見え方に配慮し ます。

・  駅前側のフ ァ サード 、 シンボル道路（ 仮） 側のフ ァ サード 、 公園沿いフ ァ サード はそれぞれの目

指す空間形成に配慮し ます。

外構のつく り 方

街区の方針

・  湘南モノ レ ール湘南深沢駅から の顔である こ と を 意識し 、 隣接する 公園と 一体的な空間と なる 交

流広場を 設けます。

・  共同住宅に地域活動の拠点と なる 集会スペースを 確保し 、 エリ アマネジメ ン ト 組織と の連携を 図

り ます。

・  東側の交流広場と の一体的な賑わいづく り を 意識し ます。

・  シン ボル道路（ 仮） を 挟んで新庁舎、 グラ ウン ド と の賑わいの連携を 意識し ます。

・  西側の公園、 公共的広場と 一体的な緑豊かな憩える 空間を 創出し ます。

・  他街区の連携を 意識し た緑の回廊と 豊かな緑化スペースを 確保し ます。

・  駐車場を 集約し 、 賑わいの分断と なら ないよ う 配慮し ます。

・  シン ボル道路（ 仮） 沿いは壁面を 2.5 ｍ以上後退さ せ、 道路側の 1.5 ｍは歩道状空地整備、 1.0 ｍ

は街路樹を 整備し ます。 官民合わせて 3.5 ｍ以上の歩道空間を 確保し 、 歩道の両側に街路樹を 整

備し ます。 また、 南側外周道路沿いの壁面後退空間は官民境界部に植樹し ます。
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2-1. 各街区のルール

（３）都市型住宅系⼟地利⽤

コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）
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高層建築

可能エリ ア

シンボル道路（ 仮）

緑豊かな空間

グラ ウン ド

業務系土地利用（ 北）

＜シン ボル道路（ 仮） 沿い＞

＜街区全域、 建築物＞

・ 多様な用途複合

（「 ウェ ルネス」 を実現する街区）

・ 安全安心な歩行環境、 居場所の創出

・ 避難場所整備や防災対策の実施

　（ 公民連携、 地区内外連携）

・ 環境にやさ し い建築物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

　（ 雨水管理システム、 緑化、 グリ ーンイ ン

フ ラ 整備、ZEB、廃棄物循環、水資源循環等）

・「 ルール 11」 に基づく まと まり あるスカ イ  

　 ラ イ ンの形成

（ 周辺丘陵地と 調和する高層建築等）

・ 眺望景観の創出（ 富士山等）

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）

＜敷地内回遊動線＞

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

・ 屋内避難場所

（ 回遊動線と つながる 場所に設置）

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ ウェ ルネス等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 新庁舎や公共的広場と 一体の景観形成

＜交流広場＞

・ 賑わいの場づく り

（ イ ノ ベーショ ン交流等、

隣接街区の広場と 連携）

・ 10m  × 10m  ～ 15m  × 15m  程度の規模

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

（ 公共的広場や隣接街区と 連携）

＜外周道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

・ 北側既成市街地と つながる

　 賑わい空間の形成

公園

＜区画道路沿い＞

・ 官民境界部に植樹

　（ 植樹帯 1m 以上）

シンボル道路（ 仮） のイ メ ージ

凡例

シンボル道路（ 仮） シンボル道路（ 仮） 沿い

交流広場

敷地内回遊動線 車両アク セス推奨箇所

敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

高層建築可能エリ ア

図はイ メ ージであり 、 手法や位置を限定するも のではあり ません。

位置図

建築物のつく り 方

・  脱炭素、 循環型社会の実現を 目指し 、「 まちづく り ルール９ 」 を 体現する よ う な環境負荷の低減に

寄与する 建築物を 誘導し ます。

・  建築物の最上階に眺望空間を 設けます。 また、 眺望点と し て適切な高さ と し ます。

・  高層を 建築する場合、 北側の既成市街地への配慮から 、 シンボル道路（ 仮） 沿いに配置し ます。

・  業務、商業機能を 複合さ せる こ と を 推奨し ます。低層部には、市民や来街者が利用でき るショ ールー

ムなどを 配置し 、 深沢地区が目指すコ ン セプト 「 ウェ ルネス」 を 体験でき る 工夫を し ます。

・  寮、 研修施設、 保養所等、 主な用途と 関連する 居住用途を 誘導し ます。

・  交流広場は、 隣接街区の広場と 一体的な空間と し ます。

街区の方針

外構のつく り 方

・  敷地内オープン スペースは隣接する 街区につながる よ う に配置し ます。

・  シン ボル道路（ 仮） 沿いは壁面を 2.5 ｍ以上後退さ せ、 道路側の 1.5 ｍは歩道状空地整備、 1.0 ｍ

は街路樹を 整備し ます。 官民合わせて 3.5 ｍ以上の歩道空間を 確保し 、 歩道の両側に街路樹を 整

備し ます。

・  街区西側の区画道路沿いに幅１ ｍ程度の植樹帯を 設けます。

　 深沢地区のまち づく り のテーマ 「 ウェ ルネス」 を 最大限に実現する 街区と する と と も に 、 隣接す

る グラ ウンド と の連携を 意識し 、 スポーツ、 運動、 健康活動を 促進する 街区と し ます。

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

・ 道路と 一体の滞留空間確保

・ 賑わいの場づく り

（ ウェ ルネス、 イ ノ ベーショ ン交流等）

・ 壁面後退空間の活用

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

＜壁面後退のルール＞

・ 民地壁面後退 2.5 ｍ以上

　 道路側 1.5 ｍ歩道状空地整備

　 1.0 ｍ街路樹整備

・ 雨水管理システム

・ グリ ーン イ ン フ ラ 整備

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 空への開放感の配慮

　（ 中層以上の壁面後退）

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 鎌倉ら し さ を 形成する

　 素材、 ディ テール、 植栽等

・  主な用途は業務系と し 、「 ウェ ルネス」 を 実現する 土地利用と し ます。

・  グラ ウン ド に面する 部分は、 グラ ウンド 利用者も 使用でき るよ う な開かれた空間と し ます。

・  北側の既成市街地と のつながり を 意識し 、 閉鎖的な印象になら ないよ う 配慮し ます。 北側既成市

街地から グラ ウンド に向けて見通せるよ う に建築物の配置を 工夫し ます。
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2-1. 各街区のルール

（４）業務系⼟地利⽤（北）

コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）
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＜区画道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場

　 アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

・ 官民境界部に植樹

　（ 植樹帯 1m 以上）

緑豊かな空間

グラ ウン ド

公園

公共的広場

業務系土地利用（ 南）

シンボル道路（ 仮）

＜シン ボル道路（ 仮） 沿い＞

＜街区全域、 建築物＞

・ 多様な用途複合

・ 安全安心な歩行環境、 居場所の創出

・ 避難場所整備や防災対策の実施

　（ 公民連携、 地区内外連携）

・ 環境にやさ し い建築物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

　（ 雨水管理システム、 緑化、 グリ ーンイ ン

フ ラ 整備、ZEB、廃棄物循環、水資源循環等）

・「 ルール 11」 に基づく まと まり あるスカ イ  

　 ラ イ ンの形成

・ 眺望景観の創出（ 富士山等）

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）

＜敷地内回遊動線＞

・ 自然と 歩き たく なる設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

・ 屋内避難場所

（ 回遊動線と つながる 場所に設置）

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ ウェ ルネス、 多世代交流等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 新庁舎や公共的広場と 一体の景観形成

＜交流広場＞

・ 賑わいの場づく り

（ イ ノ ベーショ ン交流等、 隣接街区の広場と 連携）

・ 10m  × 10m  ～ 15m  × 15m  程度の規模

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

（ 公共的広場や隣接街区と 連携）

・ 雨水管理システム

・ グリ ーン イ ン フ ラ 整備

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 空への開放感の配慮

　（ 中層以上の壁面後退）

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 鎌倉ら し さ を 形成する

　 素材、 ディ テール、 植栽等

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

・ 道路と 一体の滞留空間確保

・ 賑わいの場づく り

（ ウェ ルネス、 イ ノ ベーショ ン交流等）

・ 壁面後退空間の活用

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

＜壁面後退のルール＞

・ 民地壁面後退 2.5 ｍ以上

　 道路側 1.5 ｍ歩道状空地整備

　 1.0 ｍ街路樹整備
敷地内回遊動線のイ メ ージ

図はイ メ ージであり 、 手法や位置を限定するも のではあり ません。

凡例

シンボル道路（ 仮） シンボル道路（ 仮） 沿い

交流広場

敷地内回遊動線 車両アク セス推奨箇所

敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

高層建築可能エリ ア
位置図

建築物のつく り 方

・  脱炭素、 循環型社会の実現を 目指し 、「 まちづく り ルール９ 」 を 体現する よ う な環境負荷の低減に

寄与する 建築物を 誘導し ます。

・   太陽光発電設備、 蓄電池等によ る代替エネルギー、 蓄雨の活用や廃棄物の再利用など建築物単位

での環境負荷の低減を 図ると と も に、 エネルギーのモニタ リ ン グなどによ り 他街区と 連携し たエ

ネルギーシステムの構築を 図り ます。

　 深沢地区のまち が目指す、 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた、 深沢地区のコ ン セプト を 実現す

る 街区と し ます。

街区の方針

外構のつく り 方

・  北側の新庁舎やグラ ウン ド から のつながり を 意識し 、 東側の公園と 南側の公共的広場と 一体的な

緑豊かな憩える 滞留空間を 形成し ます。 敷地内に人の流れを 引き 込む工夫や多様な活動を 呼び込

む用途を 誘導するだけでなく 、 賑わいを 生むフ ァ サード を 演出し ます。 また、 シンボル道路（ 仮）

と 公園の結節点においても 同様と し ます。

・  公共エリ アや住宅エリ ア、 商業エリ アが混ざり 合う 中心街区である こ と を 意識すると と も に短期

滞在型施設や研修施設などの業務機能に関連する用途を 誘導し 、 多様な人々の交流を 生むよう な

空間形成を 図り ます。

・  脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組を 積極的に取り 入れます。

・  各街区の個性を 生かし た活動を 誘導する 交流広場を 設置し ます。

・  他街区と 分断さ せない緑のネッ ト ワーク を 形成する と と も に、 それに沿っ た歩き やすい歩行環境

を 整備し 、 自然と 歩き たく なる 快適な回遊路を 形成し ます。

・  シンボル道路（ 仮） 沿いは壁面を 2.5 ｍ以上後退さ せ、 道路側の 1.5 ｍは歩道状空地整備、 1.0 ｍ

は街路樹を 整備し ます。 官民合わせて 3.5 ｍ以上の歩道空間を 確保し 、 歩道の両側に街路樹を 整

備し ます。 また、 区画道路沿いの壁面後退空間は官民境界部に植樹し ます。

・  公園と 南側の公共的広場と 連続し た、 一体的な公園的空間を 創出し 、 緑豊かなオープン スペース

を 確保し ます。
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2-1. 各街区のルール

（５）業務系⼟地利⽤（南）

コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）
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商業系土地利用

シンボル道路（ 仮）

＜シン ボル道路（ 仮） 沿い＞

・ 雨水管理システム

・ グリ ーン イ ン フ ラ 整備

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 空への開放感の配慮

　（ 中層以上の壁面後退）

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 鎌倉ら し さ を 形成する

　 素材、 ディ テール、 植栽等

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

・ 道路と 一体の滞留空間確保

・ 賑わいの場づく り

（ 多世代交流等）

・ 壁面後退空間の活用

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

＜街区全域、 建築物＞

・ 安全安心な歩行環境、 居場所の創出

・ 避難場所整備や防災対策の実施

　（ 公民連携、 地区内外連携）

・ 環境にやさ し い建築物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

　（ 雨水管理システム、 緑化、 グリ ーンイ ン

フ ラ 整備、ZEB、廃棄物循環、水資源循環等）

・「 ルール 11」 に基づく まと まり あるスカ イ  

　 ラ イ ンの形成

・ 眺望景観の創出（ 宮前公園、 富士山等）

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）

＜敷地内回遊動線＞

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン、 フ ァ ニチャ の整備

・ 屋内避難場所

（ 回遊動線と つながる 場所に設置）

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ 多世代交流等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 柏尾川沿いの緑の連続性や視点場の創造

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

（ 公共的広場や隣接街区と 連携）

＜区画道路沿い＞

・ 官民境界部に植樹

　（ 植樹帯 1m 以上）

＜外周道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場

　 アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

＜交流広場＞

・ 賑わいの場づく り

　（ 多世代交流等）

・ 10m  × 10m  ～ 15m  × 15m  程度の規模

・ モビリ ティ ハブの設置

・ 眺望景観の創出（ 宮前公園等）

・ 賑わいの場づく り

（ イ ノ ベーショ ン交流等、

隣接街区の広場と 連携）

・ 10m  × 10m  ～ 

   15m  × 15m  程度の規模

＜壁面後退のルール＞

・ 民地壁面後退 2.5 ｍ以上

　 道路側 1.5 ｍ歩道状空地整備

　 1.0 ｍ街路樹整備

交流広場のイ メ ージ

凡例

シンボル道路（ 仮） シンボル道路（ 仮） 沿い

交流広場

敷地内回遊動線 車両アク セス推奨箇所

敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

図はイ メ ージであり 、 手法や位置を限定するも のではあり ません。

位置図

建築物のつく り 方

・  災害時、 人々が逃げ込める災害拠点を 形成し ます。 行政街区と 連携し 、 官民一体の防災力の向上

を 目指し 、 来街者向けの対策を 中心と し た、 災害に強いコ ミ ュ ニティ 形成を 図り ます。 また、 他

街区と の協力体制の強化も 図り ます。

・  脱炭素、 循環型社会の実現を 目指し 、「 まちづく り ルール９ 」 を 体現する よ う な環境負荷の低減に

寄与する 建築物を 誘導し ます。

街区の方針

外構のつく り 方

・  シン ボル道路（ 仮） 側に沿っ て、室内外問わず大規模なイ ベン ト など多様な活動が実施でき る オー

プン スペースを 確保し ます。

・  シン ボル道路（ 仮） 沿いのオープン スペースと 公共的広場を 結ぶ緑のネッ ト ワーク の形成する と

と も に、 それに沿っ た歩き やすい歩行環境を 整備し 、 自然と 歩き たく なる 快適な回遊路を 形成し

ます。 また、 その回遊路に沿っ て賑わい用途の誘導を 図り ます。

・  ヒ ュ ーマン スケールを 織り 交ぜた商業施設や多世代交流を 生み出せる 施設（ 高齢者施設や子育て

施設等） の導入を 図り 、 住宅機能を 合わせた複合的な街区形成と し ます。

・  地区中心の大き な交差点に接する 街区で、 一体と なっ たオープン スペースを 形成し 、 各街区の個

性を 生かし た活動を 誘導する 交流広場を 設置し ます。

・  建築物の屋上には、 河川によ り 開けた西側の眺望を 生かし た市民向けに開放し た交流広場を 設け

ます。

・  シン ボル道路（ 仮） 沿いは壁面を 2.5 ｍ以上後退さ せ、 道路側の 1.5 ｍは歩道状空地整備、 1.0 ｍ

は街路樹を 整備し ます。 官民合わせて 3.5 ｍ以上の歩道空間を 確保し 、 歩道の両側に街路樹を 整

備し ます。

・  街区東側の区画道路沿いに幅１ ｍ程度の植樹帯を 設けます。

　 JR 東日本東海道本線新駅から つながる まち の顔と し て、 まち の魅力発信、 賑わい形成の原動力と

なる 街区を 目指し ます。 地区西側でのオープン スペースの中心地と し て 、 新駅、 公共的広場やグラ

ウン ド から 人を 呼び込める 街区形成を 図り ます。
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2-1. 各街区のルール

（６）商業系⼟地利⽤

コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）



115 116鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

業務、 商業系

土地利用（ 北）
シンボル道路（ 仮）

＜シン ボル道路（ 仮） 沿い＞

都市型住宅系

土地利用（ 北）

＜街区全域、 建築物＞

・ 多様な用途複合

・ 安全安心な歩行環境、 居場所の創出

・ 避難場所整備や防災対策の実施

　（ 公民連携、 地区内外連携）

・ 環境にやさ し い建築物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

　（ 雨水管理システム、 緑化、 グリ ーンイ ン

フ ラ 整備、ZEB、廃棄物循環、水資源循環等）

・「 ルール 11」 に基づく まと まり あるスカ イ  

　 ラ イ ンの形成

・ 眺望景観の創出（ 宮前公園、 富士山等）

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）

＜敷地内回遊動線＞

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン、 フ ァ ニチャ の整備

・ 屋内避難場所

（ 回遊動線と つながる 場所に設置）

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ 多世代交流等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 柏尾川沿いの緑の連続性や視点場の創造

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

（ 隣接街区と 連携）

＜交流広場＞

・ 賑わいの場づく り

　（ 多世代交流等）

・ 10m  × 10m  ～ 

   15m  × 15m  程度の規模

・ モビリ ティ ハブの設置

・ 眺望景観の創出（ 宮前公園等）

・ 賑わいの場づく り

（ イ ノ ベーショ ン交流等、

隣接街区の広場と 連携）

＜区画道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場

　 アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

・ 官民境界部に植樹

シンボル道路（ 仮） のイ メ ージ

交流広場の大き さ は、

建築計画と あわせた

提案を求めます。

凡例

シンボル道路（ 仮） シンボル道路（ 仮） 沿い

交流広場

敷地内回遊動線 車両アク セス推奨箇所

通り 抜け敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

図はイ メ ージであり 、 手法や位置を限定するも のではあり ません。

位置図
　 南側のシン ボル道路（ 仮） 沿いに賑わいを 創出し 、 北側の住宅街区と 一体性のある 街区形成を 図

り ます。

建築物のつく り 方

・  シン ボル道路（ 仮） への圧迫感を 軽減する よ う に建築物の配置や上部の形態を 工夫し ます。

街区の方針

外構のつく り 方

・  南北に通り 抜けでき る よ う な空地を 設けます。 通り 抜け部分の北側は、 人だまり の空地を 確保し

ます。

・  シンボル道路（ 仮） 沿いは壁面を 2.5 ｍ以上後退さ せ、 道路側の 1.5 ｍは歩道状空地整備、 1.0 ｍ

は街路樹を 整備し ます。 官民合わせて 3.5 ｍ以上の歩道空間を 確保し 、 歩道の両側に街路樹を 整

備し ます。 また、 区画道路沿いの壁面後退空間は官民境界部に植樹し ます。

・  南側の商業街区と 北側の住宅街区の緩衝帯のよう な土地利用を 推奨し ます。 シンボル道路（ 仮）

沿いは低層部に賑わいを 創出し 、 北側は住環境に配慮し た落ち 着き のある 空間を つく り ます。

・  西側道路に近い街区であるため、 車両の出入り 位置や動線に留意し ます。

・ 雨水管理システム

・ グリ ーン イ ン フ ラ 整備

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 空への開放感の配慮

　（ 中層以上の壁面後退）

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 鎌倉ら し さ を 形成する

　 素材、 ディ テール、 植栽等

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

・ 道路と 一体の滞留空間確保

・ 賑わいの場づく り

（ 多世代交流等）

・ 壁面後退空間の活用

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ 自然と 歩き たく なる 設えの整備

・ サイ ン 、 フ ァ ニチャ の整備

＜壁面後退のルール＞

・ 民地壁面後退 2.5 ｍ以上

　 道路側 1.5 ｍ歩道状空地整備

　 1.0 ｍ街路樹整備
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2-1. 各街区のルール

（７）業務、商業系⼟地利⽤（北）/ 都市型住宅系⼟地利⽤

コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）
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業務、 商業系

土地利用（ 南）

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ ウェ ルネス、 多世代交流等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

（ 公共的広場や隣接街区と 連携）

＜外周道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場

　 アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

・ 官民境界部に植樹

＜区画道路沿い＞

・ 官民境界部に植樹

　（ 植樹帯 1m 以上）

緑豊かな空間

公共的広場

＜街区全域、 建築物＞

・ 多様な用途複合

・ 安全安心な歩行環境、 居場所の創出

・ 避難場所整備や防災対策の実施

　（ 公民連携、 地区内外連携）

・ 環境にやさ し い建築物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

　（ 雨水管理システム、 緑化、 グリ ーンイ ン

フ ラ 整備、ZEB、廃棄物循環、水資源循環等）

・「 ルール 11」 に基づく まと まり あるスカ イ  

　 ラ イ ンの形成

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）工場、 市場系

土地利用

＜街区全域、 建築物＞

・ 安全安心な歩行環境、 居場所の創出

・ 避難場所整備や防災対策の実施

　（ 公民連携、 地区内外連携）

・ 環境にやさ し い建築物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

　（ 雨水管理システム、 緑化、 グリ ーンイ ン

フ ラ 整備、ZEB、廃棄物循環、水資源循環等）

・「 ルール 11」 に基づく まと まり あるスカ イ  

　 ラ イ ンの形成

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ 多世代交流等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

　（ 建築物の分棟や分節、 開口率確保）

・ 柏尾川沿いの緑の連続性

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

（ 隣接街区と 連携）

＜外周道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場

　 アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

・ 官民境界部に植樹

・ 周辺地域と つながる

　 賑わい空間の形成

図はイ メ ージであり 、 手法や位置を 限定するも のではあり ません。図はイ メ ージであり 、 手法や位置を 限定するも のではあり ません。

凡例

敷地内回遊動線

車両アク セス推奨箇所敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

凡例

敷地内回遊動線

車両アク セス推奨箇所敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

位置図 位置図

　 特徴的な街区に囲まれており 、 周辺の街区を つなぐ 土地利用を 推奨する と と も に、 東側の区画道

路沿いの賑わいを 生み出す街区と し ます。

　 工場、 市場系の土地利用によ る 周囲への影響を 軽減さ せながら 、 住環境や自然環境へ配慮する こ

と で周辺街区と なじ ませる よ う な街区形成を 図り ます。

建築物のつく り 方建築物のつく り 方

・  特徴的な街区に囲まれているため、 周辺の建築物と なじ むよ う に意識し ます。・  突出し た高さ やデザイ ン は避け、 周囲と なじ ませる こ と を 意識し ます。

街区の方針

街区の方針

外構のつく り 方

外構のつく り 方

・  ヒ ュ ーマン スケールを 織り 交ぜた商業施設や多世代交流を 生み出せる 施設（ 高齢者施設や子育て

施設等） の導入を 図り 、 住宅機能を 合わせた複合的な街区形成と し ます。（ 北側の商業系土地利用

と 連動）・  工場、 市場系の土地利用によ る 周囲への影響に配慮し 、 周辺の街区と なじ むよ う 工夫し ます。

・  車両の出入り に配慮し ます。 特に大型車両の出入り は時間帯等も 考慮し ます。

・  商業街区利用者や公共的広場利用者を 誘導する よ う な開けた外構と し ます。

・  他街区利用者が、 自然と 溜まれる よ う な空地を 設けます。

・  区画道路と 南側外周道路沿いの壁面後退空間は官民境界部に植樹し ます。

・  区画道路沿いの壁面後退空間は官民境界部に植樹し ます。 工場、 市場によ る 周辺への影響を 軽減

する こ と を 意識し ます。
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2-1. 各街区のルール （９）業務、商業系⼟地利⽤（南）

（８）⼯場、市場系⼟地利⽤

コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）



119 120鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

業務、 住宅系土地利用

＜オープンスペース骨格沿い＞

・ 賑わいの場づく り

　（ 多世代交流等）

・ 垂直用途複合の推奨

・ 低層部の賑わい形成

・ 建築物と 外部空間の連携

（ 都市機能の見える 化、 賑わいの連携等）

・ ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛け

・ 単調な壁面の連続防止

・ 柏尾川沿いの緑の連続性

＜敷地内オープンスペース＞

・ 賑わいの場づく り

・ 多く のまちかどの形成

・ 緑のネッ ト ワーク 形成

（ 隣接街区と 連携）

＜外周道路沿い＞

・ 地区外から の駐車場

　 アク セス動線集約

（ 地区外周側に出入口設置）

・ 官民境界部に植樹

・ 周辺地域と つながる

　 賑わい空間の形成
＜街区全域、 建築物＞

・ 安全安心な歩行環境の創出

・ 環境にやさ し い建築物物の整備

・ 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた取組

・ まち並み等に調和し た建築物の色彩誘導

・ 深沢の魅力を 引き 立てる景観創出（ 照明等）

凡例

敷地内回遊動線

車両アク セス推奨箇所敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格沿い

図はイ メ ージであり 、 手法や位置を 限定するも のではあり ません。

位置図

　 地区北側の既存住宅地と の連続性を 意識し た閑静な住宅街区を 形成し ます 。 西側道路沿いは、 賑

わいを 形成し 、 歩き たく なる 魅力のある空間を 形成し ます。

建築物のつく り 方

・  北側既成市街地の建築物と なじ むよ う に意識し ます。

街区の方針

外構のつく り 方

・  住宅街区は北側既成市街地と 連続し た住宅街になる よ う 工夫し ます。

・  西側道路沿いは周辺地域と のつながり を 意識し た賑わい空間の形成を 図り ます。

・  車両の出入り に配慮し ます。 特に大型車両の出入り は時間帯等も 考慮し ます。

・  区画道路沿いの壁面後退空間は官民境界部に植樹し ます。

I. ま
ち

づ
く

り
コ

ン
セ

プ
ト

編
II. ま

ち
づ

く
り

ル
ー

ル
編

III. エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
編

2-1. 各街区のルール

（10）業務、住宅系⼟地利⽤

コ ンセプト を実現するための整備内容の例（ まちづく り ルール）
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深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン 再開発等促進区を定める地区計画

建築制限条例 

（ 仮称） 深沢地区まちづく り 委員会

まち づく り のコ ン セプト 再開発等促進区基本方針

地区整備計画

地区計画に定める 公共施設
まち づく り のルール

エリ アマネジメ ント

【 深沢地区における推進体制と 実現手法の枠組み（ 案） 】

（ 仮称） 深沢地区まちづく り 条例

手続のフ ロ ー

エリ アマネジメ ン ト 組織

協議事項

＊ PPP（ 官民連携）： 公共施設等の建設、 維持管理、 運営等において行政と 民間が連携し て、 財政資金の効率的使用等を 図るこ と 。

推進体制（ 案）

・ まちづく り ガイ ド ラ イ ン 策定委員会

　（ 構想計画検討段階）

・ まちづく り 委員会（ 事業化段階、 実施段階以降）

・ まちづく り 研究会（ 構想計画検討段階）

・ まちづく り 協議会（ 事業化段階、 実施段階以降）

・ 湘南地区整備連絡協議会（ 既存）

・ 地権者会議（ 構想計画検討段階以降）

・ まちづく り 会社（ 検討事項）

実現手法の項目（ 案）

・ 土地区画整理事業

・ 地域地区や地区計画

・ 都市再生整備計画事業の導入

・ 都市再生緊急整備地域の指定

・ まち づく り ガイ ド ラ イ ンの策定と 活用

・ エリ アマネジメ ン ト の導入、 実施

・ PPP * 手法の導入（ 検討事項）

【 まち づく り 推進体制と 実現手法の全体像】

３ . ガイ ド ラ イ ンの運用と 仕組み

I. ま
ち

づ
く

り
コ

ン
セ

プ
ト

編
II. ま

ち
づ

く
り

ル
ー

ル
編

III. エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
編

3-1. まちづくり推進体制と実現手法

まちづくりガイドラインの運⽤について

参考︓「鎌倉市深沢地区まちづくりガイドライン⽅針実現化に向けた検討答申（令和 2 年）」


